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EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON SEXUALLY TRANSMITTED 
       DISEASES IN SAITAMA PREFECTURE
         —MAINLY STUDY OF MALE URETHRITIS—
Yutaka Uchijima, Ken-Ichiro Yoshida and Hiroshi Saitoh
From the Department of Urology, Saitama Medical Center, Saitama Medical School
   Epidemiological studies on sexually transmitted diseases (STDs) in Saitama Prefecture, from 
1989 through 1991, were performed and  the following results were obtained. 
   The number of patients was 1,833  (male  : 1,532,  female  : 30) cases in  1989, 1,294  (male  : 1,163, 
female: 131) cases in 1990, and 1,672 (male: 1,478, femle: 149)  cases in 1991. 
   Male patients in their twenties or thirties were often affected by STDs. 
   The order of frequency of STDs was roughly as  follows  ; non-gonococcal and non-chlamydial 
urethritis, gonococcal urethritis, chlamydial rethritis, condyloma acuminatum, genital herpeic 
infection and syphilis. 
   Concerning the criteria of the diagnosis on chlamydial urethritis, cases diagnosed by only clinical 
findings decreased markedly from 1989 through 1991, cases diagnosed by the combination of the 
antibody of C. trachomatis and clinical findings increased, and cases diagnosed by the detection of 
C.  trachomatis were always about 70%. 
   Male patients were mostly infected from prostitutes. Many patients with STDs were often 
infected in Taiwan, the Philippines, the Kingdom of Thailand and Rebublic of Korea. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 541-548,1993) 
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緒 言
STDはsexuallytransmitteddiseasesの略 で あ
り,性 交 為 感 染症 と も呼 ば れ る.STDの 定 義 を性 交
または 類 似 の 性 行 為 に よ り 感 染す る もの と定義 す る
と,STDと して 梅 毒,淋 菌 感 染症,軟 性 下 瘡,陰 部
ヘ ルペ ス,尖 形 コ ソジ ロー ム,陰 部 伝 染 性 軟 属腫,鼠
径 リ ンパ 肉芽腫,非 淋 菌 性 尿 道 炎,外 陰 ・膣 カ ンジ ダ
症,膣 トリコモ ナ ス症,済 癬 お よび毛 じらみ の疾 患 を
示 すが,欧 米 で の ホ モ セ クシ ャル に よる も の も顧 慮す
る と,鼠 径 肉芽 腫,A型 ・B型 ウ イル ス性 肝 炎,サ イ
トメガ ロウ イル ス感 染 症,伝 染性 単 核 症,AIDS,ア
メーバ 赤 痢 も含 まれ て くる1).STDの 実 態 につ い て










まして梅毒がSTDの 指定疾患 では なく届け出伝染
病になっているのも奇異である4).各県の定点サーベ
イランスだけではSTDの 実態を把握す る こ とは困
難で,札幌,福 岡あるいは佐賀では泌尿器科医が中心




力のもとにSTD診 療科定点 サーベイ ランス施設 を










科を中心 とするSTD非 定点施設36施設 の計51施設
に対してTableIVこ示す調査票を送付し,回収され
Table1.Thequest三〇nnaireofSTDs.











































































































































(細菌,ク ラ ミジア ・
3:血清抗体
ウ ィル ス,原 虫)
皿.感 染源
1:〈ソープラン ド〉特殊浴場









芸 者,コ ー ル ガ ー ル,売 春 婦,
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〈感染機 会な し〉(配偶者以外 と関係 な し)
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Fig.1.Chronologicalchangesofmonthly量ncidenceofSTDs.
た調査用紙を集計のうえ,解 析 ・検討 した.ア ソケー















炎で原因微生物の特定 され ない もの,3-1・クラミジ
ア性尿道炎,3-2:細菌性尿道炎,3-3:その他の尿道




8までに該当しな くてSTDに よる と考え られた疾
患:軟性下瘡,陰 部伝染性軟属踵,鼠 径 リソバ肉芽腫,
クラミジア性精巣上体炎およびクラミジア性前立腺炎
などが,こ こに記述 され る),診断の根拠(1:臨 床
所見,2=原 因微生物の検出,3・ 血清抗体),感染
源(1=〈 ソープラン ド〉特殊浴場,21〈 ホステ
ス〉芸者,コ ールガール,売 春婦,ス トリートガー
ル,ク ラブホス テス,3〈 素人〉友達,casualfri-
end(ゆきず り),4:〈外国〉地名または外国人名
















1989年度 の 症 例 数 は1,833例で 男 性1,532例(83.6


























*診 断基準 に記載の ない1例 を除 く
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%)で あ り,1991年度 の 症 例 数 は1,627例で 男 性1,478
例(88.4%),女性149例(IL6%)で あ った.女 性 症
例 につ い て は2,3の 施 設 か らの報 告 例 が 半 数 以 上 を
しめ,STD非 定 点 施 設36施設 の 大 部分 が 泌 尿 器科 で
あ る こ とか ら,調 査 書 の 検討 は以 後,男 性 例 に つ い て
の み 行 うこ とに した,
STDの 月 別 症例 数:1989年度 の 月 別 症 例数 で は最
高 が8月 の 】61例(10.5%)で,最 低 がlI月 の87例
(5.7%)で,11月と12月が 他 の月 に 比 較 して症 例 数 が
少 なか った.1990年度 の月 別 症 例 数 で は 最 高がlI月の
Il4例(9.8%)で,最低 が4月 の80例(6.9%)で あ
り,9月 か ら1月 ま で のほ うが 他 の 月 よ り症 例 数 が 多
か った.1991年度 の 月 別症 例数 で は 最 高 が6月 の155
例(10.5%)で,最 低 が2月 の82例(5.5%)で あ っ
た(Flg.1)。
STDの 年 齢 別 症 例 数:1989年度 の年 齢 別 症 例 数 で
は20歳代 が 最 も 多 く,610例(39.8%)であ り,つ い
で30歳代 の463例(30.2%),40歳代 の272例(17.8%),
lOdi代の93例(6.1%),50歳代 の74例(4.8%),60歳
以 上 の20例(1.3%)の頻 度 で あ った.こ の傾 向は1990
年 度 お よび1991年度 に お い て も変 化 な く,い ず れ も20
歳 代 が 最 も多 く,1990年度 で は512例(44.3%),1991
年 度 で は629例(42.6%)と各 年 度 の 症 例 数 の ほ ぼ 半
数 を 占め,つ い で 両 年 度 と も30歳代,40歳 代,10歳
代,50歳 代,60歳 以 上 の順 で あ った(Fig.2).
STDの 疾 患 別 症 例 数=調 査 票 の 中 で ク ラ ミジ ア性
尿道 炎 と して1989年は355例,1990年は258例,そ して
1991年は328例報 告 され てい るが,各 症 例 の診 断 基 準
につ い て 検 討 す る とTable2に 示 す よ うに1989年度
では 臨床 所 見 の み か らが56例(15,8%),原因 微 生
物 検 出 のみ が239例(67.5%),血清抗 体 の み が!5例
(Zl%)で あ り,原 因 微生 物 検 出を 含 め た 診断 根 拠 に
よる も のは272例(76.3%)であ った.1990年度 で は
臨 床 所 見 の み か らが20例(7.8%),原因 微 生物 検 出の
みが196例(76.6劣),血清 抗 体 の み が28例(10,9%)
で あ り,原 因 微 生物 検 出を 含め た 診 断根 拠 に よ る もの
は200例(79.7%)であ った.1991年度 では 臨 床 所 見
のみ か らが13例(4.O%),原因 微 生 物検 出 の み が176
例(53・7%)・血 清抗 体 の み が44例(13.4%)であ り,
梅 毒
淋菌性尿道炎














































原 因微 生 物 検 出 を 含 めた 診 断 根拠 に よる も のは237例
(72.3%)であ っ た.こ の3年 間 で は 臨 床 所 見 か らの
み を クラ ミジア性 尿 道 炎 の 診 断根 拠 にす る場合 が 激 減
す る とと もに,微 生 物 の検 出 を認 め な くて も,血 清 抗
体 と臨 床 所見 か ら診 断 す る場 合 が 明 らか な 増 加 を示 し
て いた 。
しか し,後 述 の考 察 で も触 れ るが,調 査 票 の 中 で ク
ラ ミジ ア性 尿道 炎 と して 報 告 され た症 例 の中 で もChla-
mvdiatrachomatis(以下C.trachomatisと略 す)が 検
出 され た 症例 のみ(1989年は272例,1990年は200例,
1991年は237例)を クラ ミジア性 尿道 炎 と し てあ つ か
い,そ れ 以外 の症 例 は疾 患 番 号3-0,3-2および3-3に
該 当 す る症例 と と もに非 淋 菌 性 非 ク ラ ミジ ア性 尿 道 炎
と して 分類 した.
非 淋 菌性 非 クラ ミジア性 尿 道 炎 症 例 中病 原 微 生 物 と
して 報 告 され て い る もの は,1989年度 で は グ ラ ム陽 性
菌 は123株,グ ラ ム陰性 菌 は14株,そ し て トリコモ ナ
スが15例であ り,1990年度 で は グ ラ ム陽性 菌 は130株,
グラ ム陰性 菌 は26株,そ して トリコモ ナ スが7例 で あ
り,1991年度 で は グ ラム陽 性 菌 は88株,グ ラム陰 性 菌
は17株,そ して ト リコモ ナ スが15例で あ った.グ ラ ム
陽 性 菌 の 中 で もStaPh"tocoecusepidermidis(以下S.
ePidermidisと略 す)が1989年度 で は32.5%,1ggO年度
で は23.8%,1991年度 では28.4%と各 年 度 で最 も多 く
報告 され て い る(Table3).
1989年度 の疾 患 別 症 例 数 で は非 淋 菌 性 非 ク ラ ミジ ァ
性 尿 道 炎 が最 も多 く,624例(39.7%)で,つい で 淋菌
性 尿 道 炎 の383例(24.4%),クラ ミジ ア性 尿 道 炎 の
272例(17.3%),尖形 コ ンジ ロ ー ムのll6例(7.4%),
陰 部 ヘ ル ペ ス の76例(4.8%),梅毒の64例(4.1%)
の順 で あ った.こ の 順序 は1990年度 お よび1991年度 に
おい て も変 化 な く,い ず れ も非 淋 菌 性非 クラ ミジア性
尿 道 炎 が最 も多 く,つ い で淋 菌 性 尿 道炎,ク ラ ミジア
性 尿 道 炎,陰 部 ヘ ル ペ ス,尖 形 コ ン ジ ロー ム,梅 毒 の
順 で あ った.療 癬 お よび毛 じらみ は1989年に 養護 施 設
で 集 団 発生 した7例 を除 け ば,い ず れ も10例前 後 の症
例 数 を示 した(Fig.3).
STDの 複 合 感染 症 例 は1989年度 が39例,1990年度
が43例,1991年度 が41例で あ った,各 年 度 と も淋 菌 性
尿道 炎 と クラ ミジ ア性 尿 道 炎 あ る いは 淋 菌 性 尿道 炎 と
そ の他 の尿 道 炎 との合 併 例 が 最 も多 く,つ い で クラ ミ
ジア性 尿 道 炎 と そ の 他 の 尿道 炎 と の 合 併 例 が多 か っ
た.1991年度 で は1例 で あ るが梅 毒,淋 菌 性 尿道 炎 お
よび陰 部 ヘ ル ペ ス の合 併 例 を 認 め た.
STDの 感 染 源別 症 例 数'1989年度 の感 染 源 別症 例
数 で は ソー プ ラ ン ドが 最 も多 く,342例(23.4%)であ
り,つ いで ホ ス テ ス の310例(21.2%o),感染 源 が不 明
の304例(20.8%),素人 の303例(20.7%)であ った.
1990年度 の 感 染 源別 症 例 数 で は ソー プ ラ ン ドと素人 が
最 も多 く,お の お の253例(23,5劣)であ り,つ い で
ホ ス テ ス の225例(20,9%),感染 源 が 不 明 の193例




















ソー プ ラ ン ドが 最 も多 く,330例(23.4%)であ り,つ
い で ホ ス テス の326例(23.1%),素人 の321例(22.7
%),感 染 源 が不 明 の271例(19.2%)であ り,各 年 度
とも ソー プ ラ ン ド,ホ ステ ス お よび 素 人 の三 者 で 感 染
源症 例 の約70%を示 した(Fig.4).
STDの 疾 患 別 感 染 源 別症 例 数:疾 患 別 につ い て 感
染 源 を 検 討す る と梅 毒,淋 菌 性 尿 道 炎,ク ラ ミジア性
尿 道 炎 お よび非 淋菌 性 非 ク ラ ミジ ア性 尿道 炎 に つ い て
感 染 源 の 傾 向 は全 体 と して の傾 向 と同 じで ソー プ ラ ン
ド,ホ ステ ス お よび 素 人 が主 要 な 感 染源 で あ った.陰
部 ヘル ペ ス で は感 染 源 が 不 明 の症 例 数 は1989年度 で は
33例(44.6%),1990年度 で はll例(35.5%),1991年
度 が24例(41.4%)であ り,尖 形 コ ソ ジ ロー ムで は感
染 源 が不 明 の症 例 数 は1989年度 で は70例(65.4%),
1990年度 で は28例(43.8%),1991年度 で は42例(56.0
%)で あ った(Fig・5)・
感 染 源 と し て の 国 別 疾患 別 症 例 数:各 年 度 と も台
湾,フ ィ リ ピソ,タ イ お よび 韓 国 が 上 位4力 国 を し






















































































































内島,ほ か:STD・ 統 計
計 では,療 癬 が最 も多 く,全 症 例 の約 半数 を 占め,つ
で梅 毒,陰 部 ヘ ルペ ス,尖 形 コ ンジ ロ ー ム,毛 じらみ
の順 で あ った と報 告 して い る.笠 井8)は産 婦 人科 領域
で のSTDと して は膣 ・外 陰 カ ン ジダ症 が 症 例 の 半
数以 上 を 占 め,つ い で ト リコモ ナ ス症,淋 病,非 淋 菌
性尿 道 炎,尖 形 コ ソジ ロ 一ーム,梅 毒 の順 で あ った と報
告 して い る.こ の よ うに 本 ア ンヶ 一 ト調 査 と事 業 年 報
あ るい は 各科 で の発 表 との 差異 につ い て,ひ とつ に は
ア ンケ ー ト対 象 施 設 が,定 点 サ ー ベ イ ラ ンス施 設 を 含
ん でい る もの の,泌 尿 器科 が 中心 で あ る こ とが 挙 げ ら
れ,今 後皮 膚 科 あ るい は 婦 人科 と密 接 な 連携 が 重 要 で
あ る こ とが示 唆 され た.
淋 菌 性 尿道 炎 に つ い て は事 業年 報2)では 全体 的 に 減
少傾 向 に あ る と報 告 し,岡 崎 ら9)も1984年まで は 急激
な増 加 を 示 し た が,1985年よ り急激 な減 少 を 示 し,
1987年以降 は 横 這 い 状 態 に あ る と述 べ,こ の減 少 の 原
因 と して1985年2月に 施行 され た 新 風 俗営 業 法 お よび
1987年1月のAIDSシ コ ックが影 響 して い る と指 摘
して い る.さ らに 淋 菌性 尿 道 炎 は1990年度 よ りは わず
か に前 年 よ りも増 加 して い る と述 べ,本 ア ンケ ー ト調
査 で も漸 増 を 示 して い る こ とか ら,今 後 の経 過 観 察 が
重要 で あ る と考 え られ る.ま た淋 菌 で は β・lactamase
産 生 淋 菌(PPNG)の 分 離 頻 度 と 栄 養要 求 型 に つ
い て の検 討 も行 わ れ,ア ジ ア型PPNGと ア フ リカ型
PPNGの 検 出 頻 度 が 国 内 あ るい は 国外 で の 感 染 に よ
り異 な る こ とが指 摘 され9),特殊 浴 場 接 客 婦 か らの感
染例 にPPNG罹 患 例 が 多 い こ とか ら10),淋菌 の栄 養
型 に加 え てPPNGの 頻 度 お よび ア ジ ア型 あ る い は ア
フ リカ型 か の調 査 も今 後 の 重 要 な検 討 課 題 と考 え られ
た11).




挙げ られ て お り,C.traehomatisとU.urealyticumの
両 老 は欧 米で の 非 淋菌 性 尿 道 炎 の主 た る原 因 とされ て
い る12).
C.trachomatisによる尿 道 炎 の 診 断 に はC.tracho・
matisの同定 あ るい は(Xtrachomatisの抗 原 の確 認 が
必須 で あ り,抗(7.trachomatisIgM抗体,抗C.tracho-
matisIgG抗体 あ る いは 抗C.trachomatisIgA抗体
の 測定 のみ で は現 行 感 染 か ど うか の判 定 は 困 難 で あ る
こ とが 指 摘 され て い る且3).しか し,本 ア ン ヶ 一一ト調 査
で はC.trachomatisの検 出が な くて も血清 抗 体 と臨床
所見 か らの診 断h:1991年度 で は23.8%も認 め られ,今





























































稿 を終 わるにあた りア ンケー ト調査 に御協 力いた だい た各
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